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“(1)試験混合機による混合試験”の結果を反映し、連続混合を想定した実規模混合機による混合試験を

実施した。(2)では、その結果について報告する。 
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1. 緒言 低レベル放射性廃棄物処分における覆土として、Ca 型ベントナイト混合土の利用が計画されてい

る。そこで、(1)の結果を反映し、要求性能を満足する Ca 型ベントナイト混合土の製造に適した混合機械

の組合せを選定することを目的に、連続混合を想定した実規模混合機による混合試験を実施した。 

2. 混合機の組み合わせの選定 混合機の組み合わせ選定するために、各混合機を組み合わせて、砂と Ca

型ベントナイトとを一次混合（内割り乾燥重量比：30%）及び二次混合を行い、製造した Ca 型ベントナイ

ト混合土の含水比及び細粒分含有率のばらつき等を調査した。その結果から、混合後の含水比及び細粒分

含有率の変動係数が最も少ないケース E（一次混合：スクリューコンベヤ、二次混合：回転式破砕混合機、

三次混合：二軸ミキサ）と、混合土が細粒化されて塊がほとんど見られなかったケース B（一次混合：ス

クリューコンベヤ、二次混合：回転式破砕混合機）を選定した。 

3. 混合試験の結果 上記で選定したケース B 及びケース E の混合機の組み合わせにて、異なる含水比

の Ca型ベントナイト混合土を製造し、透水試験を実施した（表-1及び図-1）。その結果、ケース B 及

びケース E ともに最小透水係数は目標の 1×10-11m/s程度を満足した。ケース Eでは、最小透水係数の

値はケース Bより大きいが、最小透水係数付近の透水係数の含水比による変化が少ないため、施工管

理における含水比管理が容易と考えられる。一方、ケース Eでは、含水比が 20%程度を超えると混合

土の塊が増えはじめ、塊が大きくなることが確認された。このため、高含水比では転圧等の施工性の

低下が懸念される。 

 

4. 結論 Ca型ベントナイト混合土の製造には、転圧等の施工性と混合システムを考慮して、①湿砂の

使用、②事前の砂とベントナイトとの混合（一次混合：スクリューコンベヤ）、③回転式破砕混合機に

より二次混合と最終加水を行うケース B の方法が良いと考えられる。 
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表-1 各試験ケースにおける透水試験結果 

図-1 含水比と透水係数との関係 
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項 目 ケースB ケースE

最適含水比

wopt (%) 14.9 15.2

ρdmax (g/cm3) 1.791 1.787

kwopt (m/s) 1.90E-10 2.10E-10

最小
透水係数

w (%) 19.5 19.2

wopt+ (%) 4.6 4.0

ρd (g/cm3) 1.704 1.716

kmin (m/s) 6.59E-12 1.34E-11

k=1.0E-11m/s
を満足する含水比範囲(%)

19.1～20.3
(wopt+4.2～+5.4)

－

k=2.0E-11m/sを
満足する含水比範囲(%)

18.7～21.6
(wopt+3.8～+6.7)

18.0～21.6
(wopt+2.8～+6.4)
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